
庄原市社協だより9月号 【Vol.161】

　８月９日(木)、庄原市から竹原市災害ボランティアセンターに１７名のボランティアが被災地支援活
動に向かいました。被災現場では猛暑の中、自宅周辺に流れ込んできた土砂を重機が入れないため
手作業で撤去しました。瀬戸内海沿岸部は甚大な被害を受け、まだまだ支援の手が必要です。
　「１日でも早く普段の生活を取り戻せますように･･･」

ひとりひとりの思いが大きな力に！！

P1･･･ 西日本豪雨災害
         竹原市ボランティアバス派遣活動
P2･･･ 西日本豪雨災害
P3･･･ 西日本豪雨災害
P4･･･ みんなで減災
P5･･･ 赤い羽根共同募金 10 月 1 日募金活動スタート

P6･･･ 元気報告 ( 東城 )・リレーリポート“ここで暮らしたい！”
P7･･･ 小地域サロン紹介 ( 比和・庄原 )
P8･･･ よろず相談・おでかけ応援隊寄付者紹介
　　　団体助成案内・広告
P9･･･ 寄付者紹介
P10･･･ 地域のものがたり ( 高野 )･ 広告



　今回の豪雨災害は西日本各地に甚大な被害をもたらし、日常生活に支障のある方がた
くさんおられる事態となっています。この度、被害のなかった県内の市町だけでなく、
全国から広島県へ応援の手がさしのべられ、つながりの大きさ、あたたかさを実感して
います。

～みんなの“想い”を つなげる 届ける～

　県内の被災地の支援活動が長期化する
中で、被害の大きかった地域においては、
運営スタッフも不足しており、全国及び
広島県内の社会福祉協議会から運営ス
タッフとしての応援体制がとられていま
す。庄原市社協は、８月６日～ 26 日まで
８名の職員が、東広島市社協へ運営スタッ
フとして応援に行きました。

　県内各地には、避難所、または家族や親族
のところに避難して生活しておられる方が、
まだたくさんおられます。
　先日、被災された方のために何か自分に
できることや役に立てることをしたいと玄米
30㎏入り６袋の提供がありました。
　ボランティアセンターから県内の被災地へ
受け入れについて確認したところ、被害が大
きかった三原市社協から、避難所生活をして
いる方の訪問活動時に提供したいと回答をい
ただき、お届けすることができました。
　ありがとうございました。

オリエンテーション

機材の運搬

広島県の復興のために
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社会福祉協議会では、この度の災害への義援金の受付を先月から、行っています。
お預かりした義援金は、広島県共同募金会を通じて被災地へとお届けいたします。
引き続き、皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申しあげます。
8 月 31 日までに庄原市共同募金委員会において、お寄せいただいた義援金は
147,467円です。

【受付期間】　　平成 30 年 12 月 28 日（金）まで
【受付窓口】　　総合センター及び各地域センター
【問い合わせ】　総務課　0824-72-7120

【災害救援支援物資の寄付者紹介 （受付順）】
※ 写真は紙面の都合上、一部のみ掲載しています。

・（社）庄原青年会議所 様
・自治労庄原市職員労働組合 様
・東城町商工会 様
・竹屋饅頭本舗 様
・（公社）庄原法人会 様
・荒木商会（有） 様
・（公社）日本青年会議所鳥取ブロック協議会 様
・（公社）鳥取青年会議所 様
・（社）倉吉青年会議所 様
・（社福）翠庄会 かわせみの家 様
・（社福）口和福祉会 ハートウイング 様
・宮城県仙台市（株）一の坊 様
・宮城県（社福）岩沼市社会福祉協議会 様
・大塚製薬（株） 様
・白石薬局（株） 様
・経済産業省 様
・日本保安用品協会 様
・（株）NTT ドコモ中国支社 様
・ＪＡ庄原東城生活センター 様
・中山 知佳 様
・山脇 周宗 様
・比原 一夫 様
・三吉 和宏 様

平成30年7月広島県豪雨災害
　　　義援金を受け付けています。

作業に使用した機材

多方面から、多くの物資をご提供いただきました。こころよりお礼申しあげます。

焼きたてのパン 熱さまシートと飲料水
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比和町三河内地域自治会の防災セミナー
　小和田東集落では、日本赤十字社広島県支部から
講師を招き、住民 25 名で、「災害への備え（風水
害版）」をテーマに、防災について学び、小和田東
集落で作成した豪雨時緊急避難マップを使って、自
宅から近い緊急避難場所の確認を行いました。
　講師から、「学習も大切なことですが、行動する
ことが一番大切です」と言われたことが心に残り、
今回の豪雨災害では、非常時の持ち出し品の準備が

できたり、一人暮らしの方への避難支援が行われる等、講習で学んだことがさっそく役立ち
ました。

口和自治振興区の防災活動
　平成 22 年７月の庄原ゲリラ豪雨災害後、同様な
災害はどこでも発生する可能性があることに気づき、
平成 24 年度から防災事業に取り組んできました。
防災事業では、住民が身近な危険箇所の点検を実施
しながら、市や県が公表している危険箇所の情報の
他、過去に土砂災害や浸水被害のあった箇所や避難
経路等を書き込んだ「防災マップ」を作成し、平成
27 年度には各戸配布をしました。
　また、防災担当の地域マネージャーが、環境福祉
部や女性部と連携し、自主防災組織の設立支援や毎年の防災研修と炊き出しを行っています。
現在９つの自治会のうち２自治会が自主防災組織を立ち上げ、２自治会が準備をしています。
　この度の７月豪雨では、雨量の多かった口和の東部を中心に人口の 10％にあたる 200 人を越
える方が、５箇所の避難所に避難され、その避難時には自主防災組織や消防団等が避難支援を
行いました。幸いにして、人的被害もありませんでした｡
　これからも、地域の各種団体や地域の方々と連携しながら、安心安全のまちづくりに取り組
みます。

みんなで減災 災害に備える
　災害は、非日常の出来事ですが、日常の延長線上で起こる
ため、日頃の活動が災害時に活かされます。今回は、防災の
取り組みをされている地域をご紹介します。
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　10 月 1日より全国一斉に赤い羽根共同募金運動が始まります。
　市民の皆様には、この運動の趣旨に対する深いご理解をいただき、心よりお礼申しあげます。
　共同募金は、地域ごとの使い道や募金額を事前に定めて、募金をお願いする仕組みです。集まった
募金の約 70％は、募金をいただいた庄原市内で使われています。残りの 30％は、市 ( 区 ) 町を超
えた広域的な課題を解決するための活動に使われています。
　また、募金額の一部を“災害等準備金”として広島県共同募金会で積み立てられ、大規模災害が
起こった際には、災害ボランティアセンターの設置・運営など、災害ボランティア活動支援や被災地
を応援するためにも使われます。この度、庄原においても支援金の助成を受け活用させていただきま
した。
　平成 29 年度に庄原市全域の皆様からご協力いただいた募金総額 7,167,605 円は、いったん全
額を広島県共同募金会へ送金し、その実績に対し庄原市の地域福祉活動の財源として、本年度
4,550,605 円が配分され、庄原市社会福祉協議会を通じて下記の事業に活用させていただいており
ます。このほかに特別配分事業として、650,000 円の事業助成を受け、①人財バンク事業、②食料
供給支援（フードバンク）事業、③被災者生活サポートボラネット推進支援事業を行っています。

【今年度の配分実施事業】
１．地域福祉活動配分金� 1,021,000 円
２．小さな地域づくり活動応援事業� 1,704,605 円
３．地域に学ぶ交流活動事業�  680,000 円
４．おでかけ応援隊事業の一部� 546,000 円
５．支え合い支援事業� 313,000 円
６．ボランティア運営事業� 59,000 円
７．その他各地域における活動� 227,000 円
　　 ①歳末たすけあい芸能大会 ( 西城 )
 　　②こどもサロン ( 西城 )
　 　③夏のボランティア事業

全額送金
ご協力いただいた募金

7,167,605 円
(平成29年度)

庄原市共同募金委員会

庄原市社会福祉協議会
4,550,605 円 ( 一般配分金 )

広島県共同募金会

広島県域の福祉施設
や地域福祉活動

配分

　本年度も、皆さまからのご協力
をいただきますようお願い申しあ
げます。

“じぶんの町を良くするしくみ”
～平成30年度 赤い羽根共同募金運動が始まります～
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　これまで、“西城暮らしと安心の会（協議体）”では、８年前の庄原豪雨災害を教訓に
しながら非常時等の対応について、多くの協議を重ねてきました。そのひとつとして、昨
年度は「私たちができる避難のための 13 か条」という、安全な避難行動等を行うための
約束ごとを定め、行政から世帯配布される「しあわせカレンダー」に掲載し、災害に対す
る意識啓発を進めています。
　６月の会では、８年前の災害発生日が近づいたことから、「どこへ避難する」「漏れなく、
誰が誰に声を掛ける」など、避難行動等のシミュレーションを行いました。折しも７月に
豪雨が発生しましたが、「この会に参加していたから、今回、落ち着いて行動することが
出来ました」「近所同士が集まる避難所では、認知症の方も安心されていました」という
声が聞かれるなど、この会の活動が避難行動等に活かされる場面がありました。　
　また、一方で、「避難しない」という人への対応、
要介護状態にある人への支援、民生児童委員さんや
ひとり暮らし高齢者等巡回相談員さんと常会、自治
会との情報共有、連携など、それぞれの体験に基づ
く課題の声も７月の会では聞かれました。
　これからも、「13 か条」をはじめとする災害に対
する意識啓発や、非常時に活かされる日常的な見守
りや支え合いの仕組みづくりに取り組んでいきます。

リレー
リポート

　東城地域センター 元気報告

ここで暮らしたい！

　庄原市社会福祉協議会では、学生ボランティアの受け入れ
を支援しています。
　東城地域で８月 26 日に行われた 24 時間テレビチャリテ
ィー募金活動には、７人の高校生がボランティアとして参加
してくれました。
　当日は大変暑くなりましたが、メイン会場の遊ＹＯＵさろ

ん東城などで、大きな声で募金を呼びかけてくれ、キャラクターの着ぐるみを着て、来場された方
を楽しませてくれていました。
　高校生達は、「みんなが誰かのために無償で活動する姿はすごい
と思った」「いい経験になった」との声があり、社会参加の意義を
学び、地域社会への関心を高める機会になったのではないかと思
います。
　学生に限らず、ボランティア活動に興味のある方は、社会福祉
協議会までご連絡ください。

災害時の経験を次へ「つなげて」いく

西城・八鉾
自治振興区

～ボランティア活動～

6

元気かわら版平成30年9月

西城では２箇所【庄原市西城保健福祉総合センターしあわせ館・三坂クロカンパーク】



　キラキラサロン（比和町）

　よってみんさいサロン（庄原地域 山内町 隠地）

～いろんな地域のサロン活動をご紹介します～
　

わたしの地
ま

域
ち

の小地域サロン

●活動を始めたきっかけ
　今から 10 年以上前になりますが、地域で子育てをし
ているお母さんが集まって、子育ての悩みなどをお互
いに相談し合えるような『集いの場』をつくろうとい
うことから活動が始まりました。そして、平成 21 年に
サロン登録を行い、サロン活動がスタートしました。

●サロンのイチオシ
　毎月１回、気軽に集まってみんなでワイワイしながらお茶会や、おでかけを楽しんでいます。
　７月は、比和町内でヤギを飼われているお宅があるとのことで、三河内におでかけしてきました。
　餌やりをさせてもらったり、なでさせてもらったり人懐っこい
ヤギのももちゃんに一同大喜びでした。飼い主のお父さんともた
くさんお話ができてとても楽しかったです。その後、慶雲寺さん
にお邪魔してきれいなお庭で写真を撮ったり、一休みさせてもら
いました。
　大人も子どもも、とてもいい経験や交流ができた一日でした。
　また、涼しくなったら、ももちゃんとお父さんに会いに行こう
と話しています。

●活動を始めたきっかけ
　これまで地域の中に月２回、生花教室がありました。
　そこに社協から小地域サロンの声掛けがあり、「お花じゃぁなかなか男は寄れんけぇ、男も集
まる場があればええよの」という話から、平成 19 年にサロンを発足しました。
　それ以後、10 時から 14 時までの生花教室の後、サロンを開催しています。

●サロンのイチオシ
　歌や簡単な太極拳、たまに“おでかけ”もしますが、
メインはお茶を飲みながらの雑談で、特別な事は何も
していません。その中で、情報交換や気にかけ合い、
声のかけ合いも自然と行われています。
　あまり力を入れすぎず、和気あいあいとした時間を
一緒に過ごすことが大事なことで、これが 11 年続い
ている秘訣だと思います。
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広島弁護士会所属（弁護士登録番号47310）

三浦益隆法律事務所

https://www.miuramitsutaka-law-office.com/

弁護士　三 浦  益 隆

〒727‐0012
広島県庄原市中本町一丁目3－1 渡辺ビル2階
庄原警察署隣　レッツ様2階 ☎０８２４ｰ７４ｰ６３１０

■ 離婚・相続などのご家庭の問題
■ 交通事故・近隣トラブルなどの事故対応

■ 債権回収・契約書チェックなどの企業様の法務
■ その他法律業務全般・訴訟代理

業務内容 ①草刈り作業　　　②蜂の駆除　　　③除草剤散布作業
④庭木の手入れ　　⑤枝打ち作業　　⑥樹木伐採作業
⑦トラクター作業（耕転・耕運作業）

　相談は無料で、24 時間 365 日職員が
対応しています。なお、夜間から早朝（緊
急時等）は、下記の専用電話にご連絡い
ただくと担当者に取り次ぎます。

　　　  ☎０８０ｰ５２３９ｰ４０８５

●法律相談（弁護士相談）
※予約制でお一人の相談時間は 30 分以内です。
日時：10 月 5 日（金）12：45 ～ 15：45　
場所：庄原市ふれあいセンター
　　　（庄原市西本町四丁目 5-26）
相談内容：賃貸に関するトラブル、交通事故、相続、

離婚、借金問題、消費者トラブルなど
●司法書士相談
※予約制でお一人の相談時間は 45 分以内です。
日時：10 月 17 日（水）13：00 ～ 16：00　
場所：高野保健福祉センター
　　　（庄原市高野新市 1150-1）
相談内容：不動産の名義変更、相続登記・遺言、

借金の整理、成年後見、会社の登記、
簡易裁判所訴訟代理など

その他の相談にも応じています。お近くの社協に
お問合わせください。

緊急時等
専用電話

地域福祉課 ☎ （０８２４）75-0345

よ ろ ず 相 談 の ご 案 内

　ご協力いただいた皆さま、ありがとうございます。

外出支援事業 おでかけ応援隊協力寄付
8月1日から8月31日までの間に、

ご協力いただいた皆さまです。

  庄原地域
近藤　良人 様
有限会社 荒木電工 様
有限会社 小池書店 様
庄原センター薬局 様
  東城地域
川村　純義 様
  口和地域
谷本酒店 様
永田ふれあい自治会 様
  高野地域
匿名 様
  総領地域
総領地区民生委員児童委員協議会 様（2 口）
澤　啓二 様

小さな地域づくり活動応援補助金
　安心して暮らせる地域の支えあい活動・仕組みづくり
を応援します。
①助 成 額　５０，０００円
②助 成 対 象　自治会・住民団体・地域グループ・学生サークル
③活 動 例　支えあいの地域づくり活動　元気に暮らせる地域づくり活動
④受付締切　平成 30 年９月 28 日 ( 金 )

　　　　　　 地域に学ぶ交流活動補助金
  学校 ( 子どもたち ) の地域を知る、学ぶ活動な
ど地域との交流を応援します。
①助 成 額　３０，０００円
②助 成 対 象　小学校・中学校・特別支援学校・高等学校
③活 動 例　福祉を学ぶ活動、学校と地域との交流活動
④受付締切　平成 30 年９月 28 日 ( 金 )

　　　　　～ 安心して暮らせる地域をつくろう ～
　　新しい補助制度を活用してください。赤い羽根共同募金は地域づくりを応援します。

● 申請方法　事前にお問い合わせいただき、所定の申請用紙でお申し込みください。
　　　　　　※申請用紙は、ホームページからダウンロードできます。
● お問合せ　地域福祉課(0824)75-0345または 各地域センターまで

お知らせ・募集
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か
え
て

�

（
故
人
名
・
寄
付
者
住
所
・
氏
名
）

【
庄　

原
】

父　
　

梅
木　
　

明 

様　
　

東
本
町　

梅
木　

修
治 

様

母　
　

土
井　

久
子 

様　
　

東
本
町　

土
井　

幹
雄 

様

妻　
　

清
水　

咲
子 

様　
　

西
本
町　

清
水
猪
十
郎 

様

母　
　

山
岡
ヨ
シ
コ 

様　
　

西
本
町　

山
岡　

孝
秋 

様

母　
　

片
山
瑠
津
子 

様　
　

西
本
町　

舛
田　

静
恵 

様

夫　
　

渡
澤　

十
六 

様　
　

西
本
町　

渡
澤　

静
子 

様

母　
　

松
岡　

亮
子 

様　
　

中
本
町　

松
岡
由
紀
夫 

様

母　
　

岡
﨑　

和
江 

様　
　

川
手
町　

岡
﨑　
　

寛 

様

夫　
　

宮
脇　

数
登 
様　
　

宮
内
町　

宮
脇
賀
寿
子 

様

父　
　

吉
本　

清
宗 
様　
　

本
村
町　

吉
本　
　

謙 

様

夫　
　

堀
江　

正
人 

様　
　

実
留
町　

堀
江　

和
子 

様

夫　
　

吉
政　

久
司 

様　
　

実
留
町　

吉
政　

澄
江 

様

父　
　

奥
平　

裕
一 

様　
　

板
橋
町　

奥
平　

修
己 

様

父　
　

廣
田　

郁
雄 

様　
　

高
門
町　

廣
田　

文
雄 

様

夫　
　

新
志　
　

貢 

様　
　

戸
郷
町　

新
志　

愛
子 

様

母　
　

吉
原　

光
香 

様　
　

平
和
町　

廣
澤　

道
子 
様

【
西　

城
】

母　
　

新
田　

秀
子 

様　
　

大　

佐　

新
田　

健
一 

様

父　
　

藤
川　

久
則 

様　
　

入　

江　

藤
川　

聖
弘 

様

母　
　

髙
瀬　

敏
子 

様　
　
　

栗　
　

髙
瀬　

政
隆 

様

父　
　

上
貝　

利
伸 

様　
　
　

栗　
　

上
貝　

明
美 

様

夫　
　

山
田　
　

明 

様　
　

熊　

野　

山
田
と
み
子 

様

母　
　

石
原
ト
メ
ヨ 

様　
　

熊　

野　

石
原　

知
之 

様

母　
　

岡
崎　

弘
子 

様　
　

三
次
市　

岡
崎　

憲
三 

様

父　
　

新
田　

成
美 

様　
　
広
島
市
東
区　

新
田　

裕
子 

様

【
東　

城
】

母　
　

田
邊　

艶
子 

様　
　

川　

西　

田
邊
耕
一
郎 

様

父　
　

宮
野　

昌
之 

様　
　

川　

西　

宮
野　

真
吾 

様

妻　
　

辻
坊　

富
子 

様　
　

川　

東　

辻
坊　
　

博 

様

父　
　

河
村　
　

章 

様　
　

粟　

田　

河
村　
　

浩 

様

父　
　

大
橋　

庫
三 

様　
　

川　

鳥　

大
橋　

信
博 

様

母　
　

田
邊
ヨ
シ
子 

様　
　

川　

鳥　

田
邊　

高
俊 

様

　
　
　

三
好　

光
天 

様　
　
帝
釈
未
渡　
廣
國
院 

護
持
会 

様

妻　
　

齋
藤　

清
美 

様　
　

久　

代　

齋
藤　

久
武 

様

【
口　

和
】

父　
　

松
村　

卓
二 

様　
　

湯　

木　

松
村　

正
三 

様

父　
　

居
原　

昭
敏 

様　
　

永　

田　

居
原　

直
行 

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

居
原　

武
志 

様 　

母　
　
上
番
増
チ
エ
コ 

様	

宮　

内　
上
番
増　

寿 

様

妻　
　

宮
野
ト
ミ
エ 

様	

竹
地
谷　
宮
野　
　

正 

様

【
高　

野
】

父　
　

藤
元　

忠
利 

様　
　

新　

市　

藤
元
慎
太
郎 

様

父　
　

井
上　

高
徳 

様　
　

新　

市　

井
上
智
加
子 

様

【
比　

和
】

妻　
　

大
掛　

満
子 

様　
　

比　

和　

大
掛　
　

勝 

様

父　
　

梶
川　

一
三 

様　
　

比　

和　

梶
川　

和
彦 

様

母　
　

橋
井
ト
シ
コ 

様　
　

木
屋
原　

橋
井　
　

章 

様

夫　
　

岩
山
龍
太
郎 

様　
　

三
河
内　

岩
山　

洋
子 

様

夫　
　

岡
崎　

文
奉 

様　
　

三
河
内　

岡
崎
百
里
江 

様

夫　
　

末
元　

勝
範 

様　
　

三
河
内　

末
元　

京
子 

様

【
総　

領
】

父　
　

前
原　

治
人 

様　
　

下
領
家　

前
原　

哲
二 

様

兄　
　

紙
谷　

則
雄 

様　
　

下
領
家　

紙
谷　

幸
男 

様

玉
串
料
返
し
に
か
え
て

�
（
故
人
名
・
寄
付
者
住
所
・
氏
名
）

【
東　

城
】　

祖
父　

中
島　

一
史 

様　
　

小
奴
可　

中
島　

好
古 

様

見
舞
い
返
し
に
か
え
て

�

（
寄
付
者
住
所
・
氏
名
）

【
庄　

原
】　

永
末
町�

三
河
内
英
範 

様

実
留
町�

堀
江　

正
人 

様

新
庄
町�

平
田　

長
則 

様

市　

町�

在
本　

功
夫 

様

【
口　

和
】　

永　

田�

石
田　

大
智 

様

向　

泉�

小
田　

邦
子 

様

湯　

木�

永
島　

菊
雄 

様

【
比　

和
】　

三
河
内�

梅
田　

笑
子 

様

一
般
寄
付

�

（
寄
付
者
住
所
・
氏
名
）

【
庄　

原
】

高　

町�

山
田　

伸
樹 

様

被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
、
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
有
志 

様

【
口　

和
】

永　

田�

永
田
ふ
れ
あ
い
自
治
会 

様

物
品
寄
付

�

（
寄
付
者
住
所
・
氏
名
）

【
東　

城
】

�

井
上　

和
巳 

様

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆さまからの寄付金（香典返し・見舞い返し・一般寄付等）や会員会費は、市内の地域福祉事業に、貴重な財源として活用し
ています。今後ともご支援の程よろしくお願いいたします。（※介護保険事業等の収益性のある事業には一切充当しておりません）

次の方々より社会福祉事業に善意をお寄せいただきました。
ここに、ご芳名を報告させていただきますとともに、心よりお礼申しあげます。
本会への寄付金は、所得税・法人税・県民税の寄付金控除が受けられます。
ご不明な点は、お近くの各地域センターまでお問い合せください。
なお、今回は８月１日から８月31日までの受付の方を掲載いたしました。（順不同）
　　※寄付者ご本人の承諾のもと氏名等を掲載しております。

ありがとう
ございます

寄付者紹介
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シンセイアート株式会社
平成30年9月20日

●レポーター名　高野町にお住まいの

番田　勉さん 

業務のご案内業務のご案内
●不動産の名義変更
●相続登記・遺言
●借金の整理

●成年後見
●会社の登記
●簡易裁判所訴訟代理等

（訴訟代理権認定第524014号）（司法書士登録番号828号）

詳しくはホームページに記載しています。
庄原　司法書士 検索

広島北部司法事務所
新住所 〒727-0012 広島県庄原市中本町一丁目8番16号  TEL0824-72-2315（要予約）

平成２９年４月１日より庄原市役所前に事務所移転しました。

ばん　だ つとむ

「大拍子」
～伝統を守り、次世代へ繋ぐ～

だい  びょう  し

0120ｰ184ｰ268

住まいの事なら何でもご相談下さい。

住まいの修理、新たなご提案、施工、
アフターケアまで地元ならではのフット
ワークで、皆さまの大切なお住まいを
より快適にするお手伝いをしています。

広島県庄原市是松町5020番地40　TEL0824-72-0561

　昨年の高野中文化祭の準備の際に、上高自治振興区より「誰か大拍子を歌う人はおられないか？」
と問い合わせがありました。地域の方に声をかけ、探したことをきっかけに大拍子の話になり、み
んなで盛り上がりました。
　その昔、島根県から俵

たわら

原
ば ら

へ分院され、そこから上湯川の八
は ち

幡
ま ん

神社が造られました。それと同時に
大拍子も伝えられており、市内では“発祥の地”と言われ伝統として引き継がれています。
　今年の 2 月、「先祖代々引き継がれている大拍子。その伝統を途絶えさせてはいけない」と自身
が発起人となり、大拍子の経験者へ声をかけたところ 13 人の有志が集まり、3 月には同好会とし
て活動を始めました。
　大拍子は、太鼓を叩く人と唄を歌う“さげ”が、互いの息を合わせることがとても大切です。
　以前は、花田植えの際には、“太鼓にさげに早乙女”の賑やかな大拍子が見られましたが、今は
中学生へ継承し、文化祭で披露されています。　
　第 1 人者も現在は 90 歳代となられ、伝統を絶やさないために話を伺い、大正 15 年の書き物と
録音テープやビデオテープを照らし合わせ、まずは基本を思い出し、土台を固めています。月に
1 回集まり、「あーでもない、こーでもない」と楽しみながら、練習を重ねています。いずれは、
地域の行事で発表できるよう、また若い世代に大拍子の伝統を引き継いでいきたいと思っています。


